



















































がありそうである。これらの課題について 『吾妻鏡』 （新訂増補国史大系本。以下『鏡』と略称する）を素材とし 、









































































所に新造されたのが、表―７ 御所であ 。建長四年三月、将軍九条頼嗣が廃され、四月に京都から宗尊親王が新将軍として下向した。これに伴って新御所を造営するこ になり、表―２で五月中に旧御所（史料１の「御所」 ）を壊す



























































































































































































































































































































に「両国司」 、すなわち執権時頼と連署重時が評定事書を将軍 持参し、将軍が閲覧した後に大社への神馬奉納がなされたとある。評定始における将軍の評定事書閲覧は、執権政村期の事例であるが、 『鏡』文永二年（一二六五）正月六・一二日条にも見られる。この年の評定 は正月一二

















































































































































































































































































































とを決していて 最終判断 評定 なされる形になっており、この時頼の沙汰は、寄合ではないと考えた方 よいと思われる。しかし、寄合とす 可能性も皆無ではな ので、































































































あった。沙汰の内容は、去る九月二〇日の評定に能登国御家人高畠式久が提出した延応元年（一 三九）七月二六日付式目（鎌倉幕府追加法一一六条）の案文の有効性が問われ、幕府で保管する追加法一 六条を定めた時 評定事書の正文と校合した。その結果、案文に問題はなかった で、後日この案件を審議する評定会議に評定事書の正文を持参するように、倫長に重ねて命じた、というのであ 。五味文彦・細川重男両氏によって、 「殿中」は得宗邸を指すこ























む） 、時頼が執権となった直後の混乱期にしか の記事を見出すことができないということにな 。そこで取り扱われている事柄は、経時から時頼への執権職譲渡、宮騒動・宝治合戦の戦後処理に関するもので、幕府内部が混乱 ている時期に、最重要課題 議せられて る。しかし、本節で取り上げた①～③の 例からも知 るよ に、宝治戦の具体的な戦後処理について 評定会議でも評議されて
いた。また、時頼は取り次がれた案件のいくつかを評定会議に諮るように指示していた。こ らのことから、執権時頼・長時期の最終議決機関はあくまでも評定であったということができよう。　
以上、執権時頼・長時期において、評定会議前に時頼邸

















で開かれ、将軍が関与することなく、執権が主導し たことを確認した。そして、執権長時期の時頼が、御所内諸番衆の結番、将軍出行に伴う供奉人や的始 射手の選定など、小侍所が管轄する事柄 わっていたことを見 。ただし、これらについては 時頼 執権であっ 時から関与していたことであった。また、執権時頼・長時期において、評定会議前の段階 、時頼がその案件を評定に諮って審議する旨を指示 ている 指摘 時頼は執権を退い
た後、評定会議自体には参加していないが、その前の段階で関与していたことになる。しか 、執権長時が主導する評定に、時頼の意向がどれだけ反映されていたかについては、 『鏡』から読み取ることはできない。　
ここで検討したことの多くは、今までに明らかにされて












親王期を中心として―」 （ 『年報中世史研究』 八、一九八三年） 、工藤勝彦「九条頼経・頼嗣将軍期における将軍権力と執権権力」 （ 『日本歴史』五一三、一九九一年） 。
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